
 

 

川川崎崎市市ごごみみ減減量量推推進進市市民民会会議議  
＜平成 23～25 年度＞ 

活動報告書 

 

                  

 

 

平成２５年１２月 

川崎市ごみ減量推進市民会議 

 

Ｑ．２ 家庭で分別するものが多く
なって大変。どうしたら減らせる？

ごみになるものを家に持ち込ま
ないことが大切です。買い物に出
かける時にマイバッグに食品トレ
イを入れていけば、家庭での分別
も楽になり、不要なレジ袋が増え
ません。

川崎市では、平成２５年９月から全市でプラスチック製容器包装の分
別収集が始まりました。あわせて、普通ごみの収集が週に２回となり
ました。家庭での分別方法やごみ出し方法について、以下のヒントを
ご覧いただき、市内の３Ｒを推進しましょう。

Ｑ．３ 家庭での分別や保管
が大変。どうしたらいいの？

品目ごとの分別袋を用意し、不
要になった時点ですぐにミックス
ペーパーやプラスチック製容器包
装に分けることがポイントです。

第３期 川崎市ごみ減量推進市民会議

Ｑ．１ ３Ｒってなに？

３Ｒとは、
①「リデュース（発生・排出抑制）」
②「リユース（再使用）」
③「リサイクル（再生利用）」

をあわせた総称です。川崎市では、
地球環境にやさしい資源循環型
のまちを目指し、ごみの減量化・
資源化のために３Ｒを促進してい
ます。

家庭で３Ｒに取り組んで、
集積所をきれいに使いましょう①

プラスチック製
容器包装普通

ごみ

ミックス
ペーパー

第３期 
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１．はじめに 
 今年の流行語大賞に「おもてなし」が選ばれました。日本語の美しさと心遣いを込めた美しい

言葉ですが、同様に美しい言葉で国際語になったものに「もったいない」があります。今、私た

ちは、物にあふれた豊かな生活をしていますが、大量生産・大量消費による廃棄物（ごみ）があ

ふれています。とくに人口が集中している都市部においては、廃棄物処理が大きな問題となって

います。これは豊かな生活に慣れ、「もったいない」精神を忘れた結果ではないでしょうか。ま

た、私たちが地球環境や生態系に対してできる「おもてなし」は、資源の有効利用であり、廃棄

物を出さないことではないでしょうか。 

 地球温暖化、資源の枯渇などの地球環境への保全への対応のひとつとして、平成 13 年、循環型

社会形成推進基本法が施行され、３Ｒ（リデュース〔発生抑制〕・リユース〔再使用〕・リサイ

クル〔再生利用〕）を基本とした循環系社会への転換が求められるようになりました。川崎市に

おいても、平成 17 年に「地球環境にやさしい持続可能な循環型のまちを目指して」を基本理念に

「川崎市一般廃棄物処理基本計画」が策定されました。この基本計画に基づき、「川崎市ごみ減

量推進市民会議」が設置され、市民の力で 3R が推進されています。 

 川崎市ごみ減量推進市民会議は、第 1 期（平成 18～19 年度）では、「地域におけるごみ減量活

動」など３テーマ、第 2 期（平成 20～22 年度）では、「生ごみダイエット」など４テーマで活動

してきました。それを受けて第 3 期（平成 23～25 年度）では 17 名の委員によって、Ａグループ

「廃棄物の３Ｒと普及啓発」、Ｂグループ「生ごみリサイクル」、Ｃグループ「リサイクルエコ

ショップの充実」の３テーマについて検討しました。熱心な検討が行われ、成果としては、Ａグ

ループでは３Ｒを啓発するためのビラが作成され、Ｂグループでは生ごみ堆肥化のためのパンフ

レットを改訂し、農業者へ利用の呼びかけも行いました。またＣグループでは、市民・事業者・

市による三者懇談会が開催され、市民の視点でエコショップ・リサイクルショップの認定を検討

することが提案されました。 

 第 3 期の市民会議は 14 回開催されましたが、テーマ設定等に時間がかかり実質論議が短期間に

なったこと、市民会議活動報告会の参加者が少なく、多くの市民の考えを聞けなかったことなど、

反省点も多々あります。これらは、第 4 期の市民会議では改善されることと思います。 

 私たちが、これからも豊かな生活を営むためには、資源を大切にし、廃棄物を出さないことが

大切です。その基本は「もったいない」精神ですが、「もったいない」は不用な物をため込むの

ではなく、不用な物を生み出さないことです。ややもすれば、安価なものを多量に購入し、不用

になったら廃棄（処分を行政に委ねる）するということになりやすい私たちの生活のあり方を、

家庭内だけでなく、流通や行政のあり方も含めて検討することが大切です。このためには市民会

議のような活動は大きな役割を持ちます。これからも市民が自ら考え行動する市民会議の活動が

発展することを期待し、この報告書が、その一段階になればと願っております。 

 末筆となりましたが、精力的に分科会をまとめていただいたリーダーの方々や事務局の方々に

感謝申し上げます。 

            平成 25 年 12 月 

            川崎市ごみ減量推進市民会議 

             座長 藤原俊六郎 
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２．川崎市ごみ減量推進市民会議について 
■ 川崎市ごみ減量推進市民会議の位置づけ 

 平成 17 年 4 月、川崎市は川崎市一般廃棄物処理基本計画「かわさきチャレンジ・３Ｒ」を策定

し、市民・事業者・行政が加わり、協働で地球環境にやさしい持続可能な循環型のまちを目指す

こととなりました。 

 この計画を推進するにあたって、市民の参加と協働を進める場として、「川崎市ごみ減量推進市

民会議」（以下、「市民会議」という。）の設置が掲げられています。 

 

 

 

 

 

 

■ 市民会議 メンバー 

 第３期市民会議のメンバーは、以下の通り、廃棄物減量指導員（７名）、ごみ・リサイクル等に

関する市民団体（４名）、事業者（１名）、学識経験者（２名）、公募市民（３名）の計１７名で構

成されています。委員の任期は平成２４年１月～平成２５年１２月です。 

 氏名 所属 分科会 

1  天野 悦子◎ 廃棄物減量指導員（麻生区） Ｂ 

2  奥山 玲子○ 新あさお生きごみ隊 Ｂ 

3  岸 嶐 廃棄物減量指導員（多摩区） Ｃ 

4  小金澤 五郎 廃棄物減量指導員（高津区） Ａ 

5  齊藤 幸子 （社）日本フランチャイズチェーン協会 Ｂ 

6  澤村 繁男 廃棄物減量指導員（宮前区） Ａ 

7 ☆繁宮 仁◎ 市民公募 Ａ 

8 高瀬 美香 市民公募 Ｂ 

9 ☆徳野 千鶴子○ かわさき地球温暖化対策推進協議会（グリーンコンシューマーグループ） Ａ 

10  中本 純子○ 生活協同組合ユーコープ Ｃ 

11  百武 ひろ子◎ （有）プロセスデザイン研究所 代表 Ｃ 

12 ★藤原 俊六郎 明治大学農学部特任教授 Ｂ 

13  星谷 芝宏 廃棄物減量指導員（川崎区） Ａ 

14  本間 孝之 廃棄物減量指導員（幸区） Ａ 

15  松井 よし子 川崎市消費者の会 会長 Ｃ 

16  松下 聡 市民公募 Ａ 

17  山田 晃 廃棄物減量指導員（中原区） Ａ 

※「★」は座長、「☆」は副座長、「◎」はグループリーダー、「○」はサブリーダーを示す。

【市民会議の設置目的】 

市民会議は、市民・事業者・行政のパートナーシップに基づいたごみの減量活動を推進す

るため、三者による連携の取組みや、市民一人ひとりが地域や家庭で自主的・日常的にご

み減量に取組むための仕組みづくりを検討します。 
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 ■ 市民会議の活動経過は 

 市民会議は以下のスケジュールで開催しました。 

回 開催日時 会場 会議の概要 

第１回 
平成２４年２月１７日 

１０時００分～１２時００分 
高津市民館第６会議室 

委嘱・会議の趣旨等の説明・正副

座長選出 

第２回 
平成２４年３月２７日 

１０時００分～１２時００分 
高津市民館第６会議室 活動テーマの設定 

第３回 
平成２４年５月１１日 

１０時００分～１２時００分 
高津区役所第３会議室 活動テーマの設定 

第４回 
平成２４年７月２日 

１０時００分～１２時００分 
高津市民館第５会議室 

活動テーマの設定 

課題の設定・検討 

第５回 
平成２４年８月３０日 

１４時００分～１６時００分 
高津市民館第５会議室 

課題の設定・検討 

 

 

 

検討結果の実践 

 

 

 

実践結果の検証 

第６回 
平成２４年１０月１２日 

１０時００分～１２時００分 
高津区役所第１会議室 

第７回 
平成２４年１２月２１日 

１０時００分～１２時００分 
中原区役所 502 会議室 

第８回 
平成２５年１月３１日 

１４時００分～１６時００分 

川崎市総合福祉センター

第 3 会議室 

第９回 
平成２５年３月２６日 

１４時００分～１６時００分 
高津市民館第 5 会議室 

第１０回 
平成２５年５月１５日 

１０時００分～１２時００分 
高津区役所第 1 会議室 

第１１回 
平成２５年７月１日 

１４時３０分～１６時３０分 
高津市民館第 5 会議室 会議の振り返りの検討 

 

活動報告会の準備 第１２回 
平成２５年９月３日 

１４時３０分～１６時３０分 

川崎市総合福祉センター

第 3 会議室 

第１３回 
平成２５年１０月３０日 

１３時３０分～１６時４５分 

川崎市産業振興会館 

第 3 研修室 

活動報告会 

活動報告書の取りまとめ 

第１４回 
平成２５年１２月４日 

１０時００分～１２時００分 

川崎市産業振興会館 

第 3 研修室 
活動報告書の取りまとめ 
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■ 分科会のテーマ設定 

 第３期市民会議では、第１期、第２期の活動テーマを踏まえ、３つのテーマの分科会に分かれ

て活動に取り組みました。 

 ３つの分科会は以下の通りです。 

分科会 活動テーマ 活動概要 

Ａグループ 廃棄物の３Ｒと普及啓発 ３Ｒの推進、集積所美化に係る普及啓発の検討

Ｂグループ 生ごみリサイクル 
生ごみ堆肥流通方策の検討、チャレンジ生ごみ

ダイエット（普及啓発用冊子）の改訂 

Ｃグループ 
リサイクルエコショップの 

充実 

消費生活展での市民アンケート、認定店へのア

ンケート、リサイクルエコショップ三者懇談会

の実施 

 

 なお、過去２期分の分科会活動内容は下記の通りです。 

＜第１期市民会議＞ （平成 18 年度、19 年度） 

分科会 活動テーマ 活動概要 

分科会１ 生ごみ減量とリサイクル 

手軽に見て実行してもらえるような内容のハ

ンドブック「チャレンジ生ごみダイエット」を

作成 

分科会２ 地域におけるごみ減量活動 
地域の先進的な活動のノウハウを集めて「ごみ

ニティの底力・発表会」を開催 

分科会３ 
事業との連携によるごみ減量

活動 

スーパー等と連携し、レジ袋削減、マイバッグ

運動を展開し、事業者、市民団体、川崎市を含

む４者でレジ袋削減に関する協定を締結 

 

＜第２期市民会議＞ （平成 20 年度～22 年度） 

分科会 活動テーマ 活動概要 

第１分科会 生ごみダイエット 
他都市の取組事例を調査しながら、家庭で実施

しやすい生ごみの削減方法を紹介 

第２分科会 普及広報チラシの研究 

分別処理の現状・問題点などについて話し合

い、町内会等で貼付されている普及広報チラシ

の良いものを調査し、紹介 

第３分科会 レジ袋削減に向けた取組 

レジ袋削減に関するアンケート調査や市民団

体・事業者・行政の三者による意見交換会を開

催 

第４分科会 若者へ伝える３Ｒ 

生活環境事業所や大学生へのアンケート調査

を行い、若い世代にごみ削減や３Ｒを伝える方

法を検討 
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３．分科会活動報告 

（１）Ａグループ：廃棄物の３Ｒと普及啓発 
 

■ 課題設定の背景 

Ａグループでは、グループ内に多くの廃棄

物減量指導員や元廃棄物減量指導員がいたた

め、グループの取組を考える際に、廃棄物減

量指導員の経験を市民の皆さんに還元できる

ことを特に意識しました。当初は廃棄物減量

指導員の取組事例集を作成することも考えま

したが、普及啓発の対象を廃棄物減量指導員

のみとするのではなく、ごみを出す全市民と

したいという思いが強く、また平成２５年９

月より始まった全市でのプラスチック製容器

包装の分別回収を好機ととらえ、広く訴求で

きるものを考えました。 

結果的に、グループ内の大きな課題意識は、「集積所の美化」と「３Ｒの普及啓発によるごみの

減量」だったことから、「家庭で３Ｒに取り組んで、集積所をきれいに使う」ことを普及する広報

ツールとして、チラシを作成することにしました。 

ステップを減らす

買い物でごみになるものは買わな
い

容器包装とミックスペーパーは最
初に分別する

実際に分別やリサイクル後
のことを知ることが必要

なぜ分別すべきかを教える

台所に分別用ごみ袋を3種
類セット

回収しているスーパーに資
源物を回収する。またそれ

ができることも教える

①リデュース

余分なものを買わない、食べ残し
をしない、マイ箸マイボトル、マイ

バッグの持参

②リユース

洋服、くつ、帽子等は捨てずにほし
い方がいる施設及びリサイクルセ

ンターなどに持参する

③リサイクル

ミックスペーパー、段ボール、新聞、
雑誌、びん・缶・ペットボトル、など
の再利用できる品名を知らせる

分別の方法を伝えるには
どうすればよいか

家庭内での分別をどのよ
うに進めるか

毎日の分別をどのように
進めるか

問題の見える化

掲示板

リサイクルルートクイズ

エコ暮らし未来館でイベ
ント

広報や掲示場に掲載

町内会に出前講座

地元の身近なところで講
座を開き情報を伝える

体験してもらう。町内会
で分別ゲームなど

成果物はミニチラシ、掲
示板、ＷＥＢ

困っていること
わからないこと

どのようなことを
伝えるか

具体例

どこで・どうやって
伝えるか

３Ｒを普及啓発したい

家庭系ごみを減量したい

思い
３Ｒ普及啓発のための

事例集

 

「３Ｒの普及によるごみ減量」についての意見出し

自販機の前の集積所で、役所の人
と一緒にごみ袋を開けて確認した
ところ、分別ができていなかった。

会社の独身寮等に話しに行くと対
応してくれることもある。

普通ごみの袋を絞って空気を出し、
ビニールひもでしばると集積所の

使用面積が減る

集積所を利用する世帯は、当番制
を決めて集積所をきれいに使用す
る。当番を決めなければ収集日以
外で出されたり、収集された後に汚

れが残ってしまうことも。

当番者はごみ及び資源物を担当
する。

集積所の地図をつくって、清掃当
番を決めるのは減量指導員

カラスや猫に荒らされないための
対策も住民同士で行う。

多摩区では「監視カメラ設置」という
チラシをセットしただけでごみ出し
のマナーが上がったこともある。

掲示板の利用

集積所をきれいに使いたい

集積所≠ごみ捨て場である。

曜日を間違えてごみを出す人たち
がいる

市では分別が進んでいるものもあ
るので、それを市民に浸透させた

い。

やれることからやる。

市民の意見を聞くためにはどうす
ればよいか。

注意をすると苦情を言われる。

集積所はごみ捨て場所ではないこ
とではないということを理解してもら

うにはどうすればよいか。

問題があった際には清掃事務所か
ら連絡が入るので、清掃事務所と

連携したい。

家庭より集合住宅のワンルームマ
ンションへの周知が難しい

指導員が協力のお礼をする

ルールを守らない人にはポスティン
グで周知。

減量指導員会議で氏が情報提供し
てくれた。それを市民に伝えるのが

指導員の役割。

ペットボトルの出し方は、斜めに切
ると重なるので、容量が3分の1くら

いになる。

ペットボトルを切ることはよいが、
安全性の判断を自分ではできない。

困っていること
わからないこと

具体的な取組み

今後の方向性

思い
その他のヒントごみ集積所をきれいに

するための事例集

 

「集積所の美化」についての意見出し 

 

■ グループでの取り組みと手法 

Ａグループの特徴は、何といってもメンバーの多くが廃棄物減量指導員の経験を持っていたこ

とです。そこで、そこで、それぞれの廃棄物減量指導員経験者がどのような取り組みを実践して

きたのかを共有し、また、どのような課題に困っているのかを共有することを最初のミッション

としました。 

ごみの集積所をきれいに使うために、近隣の人たちと話合いにより清掃当番を決めたメンバー
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や、実際にどのような取り組みを家庭で行えばごみの容積を減らし集積所の美化に貢献できるか

を普及しているメンバーなど、様々なメンバーがいました。 

そのため、活動はメンバーから「家庭で３Ｒに取り組んで、集積所をきれいに使う」ために必

要なことを議論により掘り起こし、まとめる作業を行いました。 

 

■ 結果 

グループの意見や思いをまとめたチラシを作成しました。 

 

Ｑ．２ 家庭で分別するものが多く
なって大変。どうしたら減らせる？

ごみになるものを家に持ち込ま
ないことが大切です。買い物に出
かける時にマイバッグに食品トレ
イを入れていけば、家庭での分別
も楽になり、不要なレジ袋が増え
ません。

川崎市では、平成２５年９月から全市でプラスチック製容器包装の分
別収集が始まりました。あわせて、普通ごみの収集が週に２回となり
ました。家庭での分別方法やごみ出し方法について、以下のヒントを
ご覧いただき、市内の３Ｒを推進しましょう。

Ｑ．３ 家庭での分別や保管
が大変。どうしたらいいの？

品目ごとの分別袋を用意し、不
要になった時点ですぐにミックス
ペーパーやプラスチック製容器包
装に分けることがポイントです。

第３期 川崎市ごみ減量推進市民会議

Ｑ．１ ３Ｒってなに？

３Ｒとは、
①「リデュース（発生・排出抑制）」
②「リユース（再使用）」
③「リサイクル（再生利用）」

をあわせた総称です。川崎市では、
地球環境にやさしい資源循環型
のまちを目指し、ごみの減量化・
資源化のために３Ｒを促進してい
ます。

家庭で３Ｒに取り組んで、
集積所をきれいに使いましょう①

プラスチック製
容器包装普通

ごみ

ミックス
ペーパー
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Ｑ．５ 家庭で分別したごみや
資源を集積所に出す時に気を
つけるポイントは？

集積所をきれいに使うためには、
各家庭で分別に取り組み、品目ご
とに決められた曜日・時間にご
み・資源を出すようにすることが
大切です。例えば、ペットボトルを
半分に切り重ねたり、ごみ袋から
空気を抜いてしばることでごみ・資
源の容積を小さくし、集積所をき
れいに使うことができます。

第３期 川崎市ごみ減量推進市民会議

Ｑ．６ その他に家庭からごみ
を減らすコツはありますか？

マイボトルを持って出かけたり、
不要になった衣類等をリサイクル
ショップに持ち込んだりして、暮ら
しのいろいろな場面で３Ｒに取り
組むことができます。また、生ごみ
の水切りもごみの減量に効果的
です。

Ｑ．４ そもそも何で分別する
必要があるの？

品目ごとに再生できるものが違
うからです。例えば、同じ紙類でも、
新聞紙は新聞紙、段ボールは段
ボール、ミックスペーパーはトイ
レットペーパーにリサイクルされま
す。プラスチック製容器包装は、
マンホールの蓋やアンモニアなど
に再生されます。

家庭で３Ｒに取り組んで、
集積所をきれいに使いましょう②
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（２）Ｂグループ：生ごみリサイクル 
 

■ 課題設定の背景 

Ｂグループでは生ごみの堆肥化とその流通につ

いて検討を進めてきましたが、そこに至ったのは

様々な要因があります。まず、冊子「チャレンジ生

ごみダイエット」を創刊し

各手法を紹介した第１期

と、各手法の検証と推奨を

行った第２期を継続発展

させながら、生ごみリサイクルを普及させたい、という思いがありまし

た。市主催の生ごみリサイクル講習会も平成２２年２月からダンボール

コンポスト講座になりましたが、冊子「チャレンジ生ごみダイエット」

と紹介内容が異なっており、発刊から４年が経過しているので「新たな

情報を加え、３Ｒの優先順位を踏まえて改訂したい」と考えました。 

また、生ごみの堆肥化に取り組む家庭が増えても、庭がなければすべてを活用することはでき

ません。 

 平成１１年頃から生ごみの「小さな循環」を目指し、地域農家と市民が連携して堆肥化してい

るグループがいくつかあるものの、大

きな広がりにはなっていません。 

平成２３年の麻生区区民会議で「生

ごみ堆肥のあげます・もらいます」モ

デル事業を実施したところ、肥料取締

法の制約があり自由な流通をさせられ

なかったことも課題のひとつでした。 

これらのことから、Ｂグループでは

「生ごみ堆肥を流通させ、地域内循環

の実現を目指すこと」と、「冊子を全面

改訂し、有効活用方法を検討すること」

を活動テーマとしました。 

 

■ グループでの取り組みと手法 

①生ごみ堆肥の流通 
まず、生ごみ堆肥を流通させるためには生ごみ堆肥の使途となる「出口」を確保することが課

題と考えましたので、堆肥を使ってもらえる「農」とつながることを目指し、川崎市農業振興セ

ンターとの情報交換を打診しました。しかし、打診が具体的でないという理由で農業振興センタ

ーとの情報交換は実現には至りませんでした。 
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そこで、「家庭系生ごみのリサイクル推進協議会（仮称）」を設立し、生ごみ堆肥の流通を多様 

な団体で協議することを考えました。ＪＡや農家や関係団体からも参加の承諾を得られました

が、「市民会議という立場上、分科会内で検討すべき」ということになり、協議会を開催すること

はできませんでした。 

これらのことを踏まえ、分科会で協議を進めた後、平成２

５年３月２２日に、「家庭系生ごみ堆肥利用の検討会」を開催

しました。検討会はＢグループメンバーと生ごみリサイクル

リーダー等と事務局の９名での審議となりました。検討の結

果、「農業振興センターから実情を聴きたい」となり、質問書

をまとめ、訪問することにしました。 

平成２５年６月６日、農業振興センターを訪問し、生ごみ

堆肥の流通等についての意見を伺ったところ、「川崎市と明治

大学の生ごみリサイクル連携事業は川崎市がやっているのだ

から支援する姿勢ですが農業振興センターとして生ごみ堆肥

を推奨する段階ではなく、肥料取締法は遵守しなければなら

ない」という指摘を受けました。その一方で、「市民農園開設

農家等へ、生ごみ堆肥についての情報提供の仲介協力はする」

と回答を得ることができました。 

それを踏まえ、市民農園の農地所有者と利用者等に生ごみリサイクル情報提供の手紙やアンケ

ートを準備しましたが、それらを全て発行するまでには至りませんでした。しかし農家開設型市

民農園の１つから協力の申し出があり、１２月２０日に「生ごみの堆肥化説明会」を開きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみの堆肥化説明会の様子 
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実際に農作物を作っている農園利用者 8 名の参加でしたので、熱心に色々な質問などが出て、

今後の展開につながる期待の持てる説明会となりました。 

 

②冊子の改訂 
冊子の改訂にあたっては、創刊に関わった方々の思いを大事にし、かつ実際に冊子を使ってい

る方々の意見を反映しながら改訂するために、川崎市生ごみリサイクルリーダーミーティングで

意見を伺ったり、平成２５年２月１４日、３月４日、２２日に公開編集会議を開催したり、Ｂグ

ループメンバーや市職員以外にも、第１期市民会議委員やグリーンコンシューマーグループ等、

沢山の方の意見を反映しながら編集を行いました。 
また、生ごみリサイクルにあまり関心のなさそうな一般市民の意見を

伺うことも心掛けました。メンバーに日本フランチャイズチェーン協会

の委員がいたので、所属元のスリーエフにご協力をいただき、冊子の改

訂案へのアンケート調査を実施したり、身近な友人や区役所職員等にも

聞き取り調査をしてより関心を持ってもらえるような編集をめざしま

した。 

もう１点特筆すべきは、堆肥を使う側の農家などにも納得してもらえ

るような専門的な観点も加えたということです。メンバーに明治大学農

学部特任教授の藤原俊六郎委員がいたので、生ごみ堆肥の特徴や使い方

など執筆していただきました。 

メンバーだけでなく、様々な方々から頂いた意見を大切に反映し、２０回近い校正を重ね、平

成２５年８月に改訂版「チャレンジ生ごみダイエット」を発行することができました。 

 

■ 結果 
①生ごみ堆肥の流通 
第３期市民会議の任期中に、「家庭系生ごみ堆肥利用の検討会」の開催や、農業振興センターへ

の訪問ヒアリングを行いましたが、具体的な流通方法につなげることはできませんでした。でき

ることは何か検討を重ねた結果、市民、活動団体、農家・ＪＡ、企業、有識者、川崎市環境局減

量推進課・経済労働局農業振興センター等が参加した「家庭系生ごみリサイクル推進協議会（仮

称）」の必要性を感じましたので、設立を目指していきたいと考えています。 

 

②冊子の改訂 

完成した冊子「チャレンジ生ごみダイエット」は、 

３，０００部を印刷し、現在市内各所で配布を進めて

います。区役所ロビー相談会や生ごみリサイクル講座

やイベント出展、区役所カウンターなどで「私にもく

ださい」「わかりやすい」「助かります」と、喜んでい

ただいています。 

また、改訂版冊子の印象について再度スリーエフに

ご協力いただきアンケート調査を行ったところ、「読

＜配布状況＞ 平成 25 年１2月 20 日現在 

配布先 部数 

生活環境事業所 5か所  1400

麻生区役所、多摩区役所市民館  150

温暖化防止活動推進ｾﾝﾀｰ等  100

生ごみﾘｻｲｸﾙﾘｰﾀﾞｰ、講習会等  600

区役所ロビー相談会、ｲﾍﾞﾝﾄ等  200 

その他（他市、委員など関係者） 50 

残数 500
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んでいて楽しかった、やってみたい」「図解されていてわかりやすかった。納得感があった」「キ

ャラクターがかわいかった」「完成前原稿と比較して断然良くなった」「生ごみリサイクルに積極

的で驚いた。マンションなどの集合住宅でもできるのですね」など、好意的な回答を得られまし

た。その一方で、「生ごみダイエットのタイトルと中身の関連性がわからない」「生ごみダイエッ

トと聞いて、ごみを減量するというイメージにつながらなかった」「『まだ食べられるのに捨てて

いませんか』の項を充実させレシピなどがあるとよい」などの改善意見も頂くことができました。 

 

 

（３）Ｃグループ：リサイクルエコショップの充実 
 

■ 課題設定の背景 

Ｃグループでは、当初は「ごみの有料化」や「レ

ジ袋の削減」という切り口からの活動を検討しま

したが、これらの取組は市民・事業者・行政が協

力し進めていくことが不可欠という観点から、「三

者の連携によるごみ減量の目指し方」を検討する

ことにしました。その際、すでに川崎市内にある

「リサイクルエコショップ制度」に着目し、検討

することとしました。 

リサイクルエコショップについて検討し始めたところ、すぐに２つの疑問がわいてきました。

それは、「リサイクルエコショップのことを市民はどれだけ知っているだろうか」ということと、

「リサイクルエコショップ制度は有意義だが、その効果をもっと高めることはできないだろうか」

ということです。 

そこで、Ｃグループとしては、「市民が効果を実感できる『リサイクルエコショップ制度』とは

何か」を調べることを活動としました。 

 

■ グループでの取り組みと手法 

市民が効果を実感できる『リサイクルエコショップ制度』を考えるために、活動は主に３つ行

うことにしました。１つ目は、リサイクルエコショップ制度について市民にアンケートをとるこ

と、２つ目は市民の意見を踏まえ、リサイクルエコショップにアンケートを行うこと、そして３

つ目は市民・事業者・市の三者による懇談会を開催することです。 

 

■ 結果 
①リサイクルエコショップ制度についての市民アンケート 
平成２４年１０月１４日にアゼリアで開催された「川崎市消費生活展」に出展し、市民の意識

調査を行いました。「Ｑ１．リサイクルエコショップを知っていますか？」という質問に対し、回

答のあった８７名のうち、２３名しか「知っている」と回答した人がおらず、制度が知られてい

ないことがわかりました。「Ｑ２．リサイクルエコショップはどんな取り組みをしていると思いま
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すか？」に対しては「リサイクル品の販売」と思っている人が多いこともわかりました。 

実態としてはあまり認知度が高くないリサイクルエコ

ショップ制度ですが、「Ｑ３．近くにリサイクルエコショ

ップがあったら利用したいですか？」に対しては「利用し

てみたい」と考えている人が多いことも明らかとなりまし

た。 

 

 

②リサイクルエコショップ制度についての事業者

アンケート 
市民アンケートの結果を踏まえ、実際のリサイクルエコ

ショップに対し、平成２５年３月に「名称」と「制度の充

実」についてのアンケートを行いました。３９８店舗に送

付し、９７店舗からの回答を得ることができました。 

「リサイクルエコショップ制度の広報・ＰＲ」についての質問では、「市のホームページでリサ

イクルエコショップの一覧と地図を掲載すること」を６３団体が期待しており、ニーズの高さが

明らかとなりました。 

「リサイクルエコショップの名称」についての質問では、「変更すべき」が３５店舗であったの

に対し、「変更すべきでない」が１８店舗と、変更に対するニーズがあることがわかりました。な

お、具体的に変更する場合、新名称は「エコショップ」がよいという意見が多数を占めました。 

「リサイクルエコショップ制度の充実」についての質問では、６３％の店舗が「制度の見直し

が必要」と回答しており、制度見直しの必要性が明らかになりました。制度見直しのポイントと

しては「店だけでなく商店街やＮＰＯ等の加入を促すこと」を多くの団体が提案していました。 

 

③リサイクルエコショップ制度についての三者懇談会 

市民アンケート、事業者アンケートの結果を

踏まえ、市民・事業者・市の三者による「リサ

イクルエコショップ三者懇談会」を平成２５年

７月１日に開催しました。市民会議メンバー４

名、リサイクルエコショップ団体３名、市の担

当部局から２名の出席があり、意見交換を行い

ました。意見交換ではＰＲ不足や名称の見直し、

制度についての話し合い、「リサイクルエコシ

ョップ」を、現状にあわせ、「リサイクルショ

ップ」と「エコショップ」に分化することが提

案されました。 
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４．市民会議活動報告会・意見交換会 

 
 約２年間の市民会議の活動を、広く市民に報告するために、一般市民の参加者を募集した上で、

「第３期 川崎市ごみ減量推進市民会議 活動報告会・意見交換会」を開催しました。 

 

■ 概要 

日時 平成２５年１０月３０日（水）１３時３０分～１６時 

会場 川崎市産業振興会館第３研修室 

参加者 市民会議委員、一般市民（８名）、事務局（市） 

プログラム 

１．開会挨拶（川崎市環境局廃棄物政策担当部長） 

２．活動報告会 

３．意見交換会 

４．活動報告・意見交換に関するコメント（川崎市環境局廃棄物政策担当部長）

５．閉会挨拶（座長） 

内容 

＜活動報告会＞ 

 ３つのグループがそれぞれの活動について活動報告を行い、報告後は参加者と

の質疑応答を行いました 

＜意見交換会＞ 

 各グループの活動報告が終わった後、それぞれのグループで次のテーマで意見

交換会を行いました。 

Ａグループ  未来の３Ｒに向けて、わたしたちができること 

Ｂグループ  わたしたちが望む生ごみリサイクル 

Ｃグループ  未来のエコなお店って？ 

 意見交換の最後に、各グループからそれぞれの意見交換会の報告がありました。
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■ 総括 

Ａグループ＜未来の３Ｒに向けて、わたしたちができること＞ 

 Ａグループでは廃棄物の３Ｒと漠然としたテーマに

なりましたが、特にその普及活動を進めるためのチラ

シを作成しました。経験豊富な廃棄物減量指導員の方

たちの気持ちが詰まっていますので、まとめるために

時間がかかりました。 

 報告会後の意見交換会では、「３Ｒの優先順位を掲載

してほしい」という具体的な意見がありましたので、

反映することとしました。その他にも、今回のチラシ

には反映しきれませんが、容器包装を行政収集ではなく店舗回収に持ち込むことの周知について

や、広報の対象など、多岐にわたる多様なご意見を頂きました。 

 今後は、市内の皆様のご協力を頂きながら、３Ｒの普及啓発に取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

 

Ｂグループ＜わたしたちが望む生ごみリサイクル＞ 

活動報告後の質問で「堆肥化だけでなくガス化は？」 

と聞かれましたが「家庭からの生ごみは小さな循環と 

いう地域での解決方法を検討しました。」と答えました。 

 意見交換会には長年生ごみリサイクルを実践してい

る参加者 4 名が加わり、10 名での活発な討議となりま

した。生ごみ堆肥の流通について、農業振興センター

との関わりや協議会設立などが当初の予定程には進ま

なかった件を、市民には見えない様々な問題もあろう

とした上で「根気強くたゆまず解決していくべき」と確認しあいました。＜意見を抜粋掲載＞ 
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また参加者アンケートでは「協議会、もしくはそれに準ずる会の立ち上げなど今後に向けて意

見の一致ができた。」「参加して良かった。実践している者としてこんな機会があるのがよい。」「チ

ャレンジ・生ごみダイエットの改訂など具体的な成果がでている。方向付けがはっきりしていて、

今後の進展が期待できる。」等の意見をいただきました。 

 

Ｃグループ＜未来のエコなお店って？＞ 

 Ｃグループでは、現在のリサイクルエコショップ

制度の充実に関して市民を交えて議論を行いました。

その結果、リサイクルエコショップ制度充実の視点

として、①わかりやすい名称への変更、②時代にあ

った効果の実感できる認定基準への見直し、③市民、

事業者を巻き込んだ制度改定のあり方、が重要であ

ることが示されました。 

そのうち名称の変更に関しては、「リサイクルショ

ップ」と「エコショップ」制度を分けるべきだということで意見が一致しました。 

「エコショップ」の認定基準については、ごみ減量とエネルギーの大きく２つの軸から構成さ

れ、ごみ減量の部に関しては、現行の基準を見直し、より実感として「進んだエコ」が感じられ

る、より基準を引き上げたもの（たとえばエコマーク商品を扱っている→エコマーク商品が半分

以上など）とすることが提案されました。 

さらに、こうした認定基準を市民にとっても事業者にとっても、その効果や制度の意味が実感

できるようにするために、認定基準を決める過程に多くの市民、事業者を巻き込むことが大事で

あるということが確認されました。その手段として、エコ商店街をモデル地区として指定し、認

定基準の実証実験を行ってみるといったことが提案されました。 

 

＜市からのコメント＞ 

 各グループからの活動報告や意見交換会について、

環境局廃棄物政策担当木村部長からコメントがあり

ました。 

各グループの活動等について、Ａグループの普及広

報チラシは字が大きくしてあり、読みやすい、Ｂグル

ープの生ごみ堆肥のリサイクルは、関係法令といかに

つきあっていくかを考えていく必要がある、Ｃグルー

プのリサイクルエコショップは、時代の推移や他市の

取組みも踏まえながら充実を考えていく必要がある、といった話や、平成２７年度の３処理セン

ター体制に向けて、様々な課題があるため、引続き皆さまから御協力をいただきながらごみの減

量を進めていきたい、といった話がありました。 
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５．まとめ 
（１） 今後の取組に向けて（課題・提案） 

 各グループから、今後に向けて、それぞれの活動を踏まえた次のような提案がありました。 

 
Ａグループ：廃棄物の３Ｒと普及啓発 

 ちらしは作成できましたが、それが様々な市民の皆様に届かなければ意味がありません。そこ

で、これからの活動は、いかに広く普及させていくかが課題となります。Ａグループとしては、

以下の方法で市民の皆さまにちらしを紹介していきたいと考えています。 

1. 生活環境事業所等、市内の環境関連施設・団体へのちらしの配布 

2. １１月に開催されるごみ減量指導員の役員会での紹介 

3. 生活環境事業所の「ふれあい出張講座」での配布 

4. 市のホームページへの掲載 

しかし、ただちらしを市内で配布するだけでは、十分ではありません。ごみ減量や３Ｒを普及

させるの体制や雰囲気づくりを、市民の皆さまのご協力を得ながら広めていくことが、本当に必

要なことだと考えています。 

 

Ｂグループ：生ごみリサイクル 

①生ごみ堆肥の流通  

 平成１８年に策定された「かわさき生ごみリ

サイクルプラン」にも「生ごみリサイクル推進

体制の整備」が掲げられており、関係者が個々

に取り組むのではなく連携していくことの重

要性を謳っています。目的に向け協力して実践

していく場として「家庭系生ごみリサイクル推

進協議会（仮称）」の設立を提案します。 

 報告会では「肥料特区になって推進したら」

というアイデアも出されました。こういうこと

についても上記協議会の場で審議し、先進取り

組みへチャレンジしてほしいと思います。 

 

②冊子の改訂 

 冊子の活用方法としては、より多くの市民の目に留まり手にしてもらうことを期待します。例

えば、小中学校の環境学習で児童に配布し家庭に持ち帰って話題にしてもらったり、美容室や商

店やコンビニエンスストアなど市民の生活に近い場所に置くことも大切です。環境事業所の行う

ふれあい講座や説明会などで使ったり、生ごみリサイクル講座などの副読本として配布活用する

のも有効でしょう。 

冊子に宣伝を載せて広告料を印刷費用に廻すことで、かなりの増刷も出来るのではないでしょ

うか。３０００部では発行の８月から５か月経ち残りわずかです。これからは増刷時修正を加え
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ながら冊子の有効活用方法を考えていくことが肝要になると考えています。 

これまでの範囲にとどまらず、広く配布することを提案します。 

 

Ｃグループ：リサイクルエコショップの充実 

Ｃグループでは、市民アンケートや事業者アンケート、三者懇談会、意見交換会等の活動を通

して、リサイクルエコショップ制度について以下の課題があるということを明らかにしました。 

① 「リサイクルエコショップ」という名称が制度発足時とは印象が異なり、市民にとって

現在ではわかりにくいもの、誤解を与えるものとなっている。 

② 名称と同様、認定基準も時代の変化のなかで見直す必要が生じている。 

さらに、活動の結果、上記課題を解決方法として、以下の点を提案としてまとめました。 

① 「リサイクルエコショップ」を「リサイクルショップ」と「エコショップ」に分化させ

た方がわかりやすい。 

② 「エコショップ」の認定基準を市民、事業者にとって効果や制度の意義が実感できるよ

うに改訂するために、実証実験等を含め、市民、事業者を巻き込んだオープンな議論を

おこす。このことによって、制度の充実をはかるとともに、制度を市民に広く知っても

らうことが可能となる。 

リサイクルエコショップ制度は、発足からすでに 20 年経過し、その間、リサイクルやエコに関

する人々の意識は大きく変わっています。今回の活動結果からみても、早期の見直しの必要性は

明らかです。川崎市に対しては、上記の活動の成果を踏まえた、リサイクルエコショップ充実の

ための制度見直しを強く希望するとともに、市民として認定基準改定に向けた議論を活性化する

ための活動を継続していきたいと思います。 

 

 

（２） 第４期市民会議に向けて 

 最後に、第３期の市民会議を通じて課題と感じたことのうち、次期市民会議の際に参考にして

ほしいことをまとめました。第４期の会議で活かされることを期待します。 

 ・テーマ設定に時間を要した。具体的なテーマをあらかじめ決めた上で募集を行ったほうが、

円滑な運営が期待できるし、委員が会議への参加当初に議論できるものと期待した内容との

乖離を防ぐことができる。 

 ・町会や学生等、多様な主体が参加できるとよりよい議論ができるのではないか。事業者団体

の参加も広く募ってほしい。 

 ・各委員は、個人の意見や出身団体等の意見に固執せず、様々な意見に耳を傾けながら議論を

行ってほしい。 

 ・分科会の活動だけでなく、会議全体で取り組める内容もあるとよい。 

 ・活動報告会に参加した一般市民が８名だったのは残念。広報の仕方等に工夫がほしい。 

 ・市民会議を傍聴する方がいなかった。従って活動報告会の一般参加者も非常に少なかった。 

  広く市民に公開・広報していき、会議の質を高める工夫の必要を感じる。 

 


